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に

つ
い
て

廣

川

尭

敏

鯛

浄
土
宗

の
教
学
を
犬
成
し
た
の
が
、
法
然
か
ら
数
、兄
て
三
代
目
の
良

忠
で
あ
る
と
す
る
と
、
良
忠
の
活
躍
期
の
歴
史
的
背
景
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
展
開
さ
せ

た
も
の
が
法
然
門
流
初
期
教
学

五
期
区
分
説

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

筆
.者
は
法
然
の
立
教
開
宗
か
ら

一
遍
が
入
寂
す
る
ま
で
の
約
百
年
間
を

五
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
第

一
期
は
法
然
教
学
成

立
期
で
、
法
然
が
立
教
開
宗
し
た
承
安
五
年

(
二

七
五
)
か
ら

法
然

入
滅
の
建
暦
二
年

(
一
二
=
一
)に
い
た
る
三
十
七
年
間

で
あ

る
。

こ

の
三
十
七
年
間
に
お
け
る
法
然

の
思
想
展
開

の
解
明
は
い
ま
だ
必
ず
し

も
明
確
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
『
往
生
要

集

釈
』
や

『
三
部

経
犬
意
』

の
成
立
年
時
の
問
題
、
『
選
択
集
』
の
撰
述
年
時
の
問

題
、

『
七
箇
条
起
請
文
』
・
『
興
福
寺
奏
状
』
以
後

の
法
然
の
思

想

深

化

と

『選
択
集
』
と
の
関
係
等
未
解
決

の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第
二
期

は
対
外
論
争
期
で
、
法
然
入
滅
後
、
嘉

禄

三

年

(
=

三

七
)
の
嘉
禄

の
法
難
に
い
た
る
十
五
年
間
で
あ
る
。
法
然
入
滅
後

の
念
仏
教
団
を
指

導
し
た
直
弟
子
は
隆
寛

・
幸
西

・
証
空

の
三
師
で
あ
る
。
彼
等
は
各
自

そ
れ
ぞ
れ
の
浄
土
教
学
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
成
教
団
か
ら

の
念
仏
弾
圧
運
動
に
対
し
て
積
極
的
に
対
外
論
争

を
お
こ
な
い
反
論
し

た
。
こ
の
十
五
年
間
に
成
立
し
た
著
述
に
は
隆
寛

・
幸
西
.
謹
空
三
師

の
著
述
が
圧
倒
的
に
多
く
、
す
で
に
門
弟
間

に
異
義
が
続
出
し
始
め
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
第
三
期
は
直
弟
子
間
論

争
期
の
前
期

で
、
嘉

禄
の
法
難
後
、
幸
西

・
謹
空
が
入
寂
す
る
宝
治
元
年

(
=

西

七
)
に
い

た
る
二
十
年
間
で
あ
る
。
嘉
禄
の
法
難
の
た
め
隆
寛

・
幸
西
は
遠
流
と

な
り
、
以
後
京
都
の
念
仏
教
団
を
指
導
で
き
た
の
は
謹
空
ひ
と
り
で
あ

っ
た
。
こ
の
二
十
年
間
に
念
仏
弾
圧
事
件
が
嘉

禎

元

年

(
一
二
三
五
)

と
仁
治
元
年

(
一
二
四
〇
)
と
に
、
二
回
勃
発
す

る
が
、
嘉
禄

の
法

難

の
よ
う
な
き
び
し
い
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
内
部

の
、
直
弟
子
相
互
に

お
い
て
き
び
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
嘉
禄

の
法
難
前
後
か
ら
法
然

の
有
力
門
弟

に
よ
る
布
教
活
動
が
全
国
的
規
模
で
拡
犬
し
、
親
驚
.
隆

寛

の
遺
弟
は
関
東
、
浄
土
宗
の
二
祖
弁
長
は
九
州
、
幸
西
は
四
国
等
そ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
租
六
十
三
年
十
二
月
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れ
そ
れ
の
地
方
で
基
盤
を
築
く
に
い
た

っ
た
。

こ
の
う
ち
、
と
く
九
州

の
弁
長
は
四
国
の
幸
西

(
一
念
義
)
お
よ
び
京
都

の
澄
空

(西
山
義
)
の

教
義
を
異
義

と
し
て
き
び
し
く
批
判
し
、
鎮
西
義

の
正
統
性
を
主
張
し

た
。
第
四
期

は
直
弟
子
間
論
争
期
の
後
期
で
、
幸
西

・
謹
空
入
寂
後
、

法
然
最
後
の
直
弟
子
長
西
が
入
寂
す
る
文
永

三
年

(
一
二
六
六
)
に

い

た
る
十
九
年
間
で
あ
る
。
こ
の
時
期

の
京
都
で
は
引
き
続
き
謹
空
門
下

の
五
流
が
全
盛
を
き
わ
め
て
お
り
、
か
つ
関
東
か
ら
も
ど

っ
た
親
鷲
は

『教
行
信
証

』
を
初
め
著
述
を
次

々
に
完
成

さ

せ
、
『
西
方
指
南
抄
』

の
書
写
も
お

こ
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
諸
行
本
願
義
の
長
西
も

『
光
明

抄
』
を
初
め
次

々
と
著
書
を
撰
述
し
て
い
る
。

一
方
良
忠
も
千
葉

・
鎌

倉
に
お
い
て
多
念
義

・
西
山
義

・
諸
行
本
願
義
等
と
対
決
し
な
が
ら
積

極
的
な
著
作
活
動
を
展
開

し
た
。
今
問
題

に
し
て

い
る

『観
経
疏
聞

書
』
は
こ
の
第
四
期
に
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
期
は
孫
弟
子
時

代
で
、
長
西
入
寂
後
、

一
遍
が
入
寂
す
る
正

応

二
年

(
一
ご
八
九
)
に

い
た
る
二
十

三
年
間
で
あ
る
。
法
然
最
後

の
直
弟
子
長
西
の
入
寂
に
よ

り
、
各
法
然
門
流
と
も
孫
弟
子
の
時
代
に
突
入
し
、
互
い
に
自
流

の
教

学
の
正
統
性
を
再
構
築
す
る
時
代
に
入

っ
た
の
で
あ
る
。
良
忠
は
こ
の

時
期
京
都
に
十

一
年
間
も
長
期
滞
在
し
、
著
作
三
昧

の
生
活
に
入
り
鎮

西
義
を
犬
成
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
良
忠

の
活
躍
期
は
法
然

門
流
初
期
教
学

の
五
期
区
分
で
言
え
ば
、
第
四
期
と
第
五
期

に
相

当

し
、
先
行
す
る
他

の
法
然
門
流
諸
派

の
教
学
形
成
と
の
か
か
わ
り
を
全

く
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二

良
忠
の

『
観
経
疏
』
註
釈
書
と
し
て
目
録
等
に
伝
え
る
も
の
に
、
福

ノ岡
砂

(金
沢
文
庫
本
観
経
疏
聞
書
か
?
)
、
二
十
五
帖
砂
、
観
経
疏
略
砂
、

浅
略
砂
、
十
五
巻
本
伝
通
記
、
極
再
治
本
伝
通
記
等
が
あ
る
が
、

こ
の

う
ち
現
存
す
る
も
の
は
聞
書
、
略
妙
、
極
再
治
本
伝
通
記
の
三
書
で
あ

る
。
こ
の
三
書
の
成
立
順
は
な
お
不
明
瞭
な
点
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ

聞
書
、
略
砂
、
極
再
治
本
伝
通
記

の
順
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

一
応
こ

の
順
序
に
従

っ
て
、
と
く
に
金
沢
文
庫
本

『
観
経
疏
聞
書
』
玄
義
分
第

一
冊
に
お
け
る
三
つ
の
課
題
に
絞

っ
て
、
良
忠
の
思
想
展
開
の
跡
を
辿

っ
て
み
た
い
。

ク

へ

第

一
の
課
題
は
善
導

『観
経
疏
』
玄
義
分
序
題
門
の

「
三
檀
等
備
四

ク

テ

摂
斉
収
」
の
三
檀

の
語
義
に
六
度
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
良
忠
は
長
西
の

『
光
明
抄
』
に
よ
る
三
檀

の
典
拠
を

ふ
ま
え
、
謹
空

の

『自
筆
砂
』
に
よ
る
、
六
度
の
第

一
に
三
檀
を
含
め

る
解
釈
に
対
抗
し
て
、
逆
に
三
檀
に
六
度
を
含
め
る
説
を
展
開
し
た
。

そ
こ
で
、
三
書
の
釈
文
を
対
照
す
る
と
、
次
ペ
ー
ジ
の
対
照
表
の
よ
う

に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
傍
線
A
、
C
、
D
、
E
は
そ
れ

ぞ

れ

傍

線

a
、
c
・

(
c
)
、
(
d
)
、
(
e
)

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
聞

書
』
に

よ

れ
ば
、
良
忠
は
ま
ず
先
師
弁
長
の
論
の
三
施
説
を
引
用
し
た
上
で
、
自

タ

ノ

説

の
疏

の
三
檀
説
を
主
張

し
、
「
但
私
義
也
可
レ依
ご相
伝
こ

と

述

べ
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〈
聞

書
〉

A

問
三
檀
四
摂
何
等
耶
答
真
諦
摂
論
中
云
云
何
応
レ知
ニ

ノ

ヲ

レ

メ

ヲ

諸
波
羅
蜜
差
別
由

一
答
有

一一
三
圃

一其
差

別
施

二
三
圃

一

A

云

ス

・ス

B

者

二
圏
施

二
財
施

三

無
畏
施
也
…
…
傳

云
今
言

二
三

ノ

ト
ト
ハ
ト
ト
ノ
リ
 
へ

 

檀

一者
指

二論

三
施

一也
檀

施

梵

漢

異
也
師

云

法
華

諜

云
鴇

檀
有
三

種
屯
.
資
生
檀
二
.法
檀
三
、無

劉

伽
三
驚

二六
塵
甥

三
響

揚
碁

蒙

リ

ニ
フ
ハ

ナ
ル
ガ

ニ
E

昌
ハ

直

云

晒嫡三
檀

一所
属

亦

広

故

也

…

…

然
而

論

中

六
度

ノ

ノ

各

開

一一三

品
差

別

一三

施
者

即

是
檀

度

三

品
也

不
レ
摂

ニ

ノ

F

ノ

ク

ニ

ノ

ハ

ス

ノ

後

五
度

岨疏

中

三

檀

者

広

摂

二
六

度

一故

今

三
檀

指

一一疏

ヲ

G

タ

ノ

H
ー

三
檀

一鰍
…
…
但
私
義
也
可
レ
依
二
相
傳

一也
…
…
上
入

御

口
決
不
レ
可
柳
ホ
故
也

〈
略

鋤
>

b
-

a

ノ

ハ

ハ

C

先
師
云
三
檀
者
摂
論
三
施
也

一
財
施
二
法
施
三
無
哀
施
也
嘉

律
蒙

義
聾

豊
,
茨
間
生
檀
離
塁

法
檀
灘
騨
霧

ハ

9

ノ

ハ

ニ

フ

ヲ

三
無
哀
檀
顯
鮒
仁
波
義
疏
三
檀
私
傳
レ之

〈
伝

通

記
〉

ト

ノ

轟

三
檀
者
無
著
所
造
金
剛
般
論
立
二
三
檀
一

ノ

ニ

ク

摂

二
六
度

一…

…

天

親

般

若
論

又
作

レ

順

日

ノ

ユ

ヲ

◎

ノ

ニ

テ

檀

慧我
坦
以
二於

六

一:
:
⊥
嘉
祥

法

華

主
我
疏

櫨
撃

ノ

ニ

二

此
等
論

旧
三
檀
摂

幅六
度

一也

…
…
唯
識
第

ニ

ヲ

ノ

ニ

ハ

九
亦
立
二
三
檀

一此
等
論
未

レ
云
レ
摂

二
六
度

一

つ
つ
も
、
最
終
的
に
は
自
説
を
も

っ
て

「
上
入
御
口
決
」
と
断
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
良
忠
は
し
ば
し
ば
先
師
を
の
り
こ
え
た
解
釈
を
展
開

し
て
い
る
。
し
か
る
に

『
略
妙
』
で
は
先
師
の
説
と
良
忠
の
自
説
と
を

併
記
し
、

い
ず
れ
と
も
決
釈
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
晩
年

の

『
伝

通
記
』

に
な
る
と
、
自
説
と
対
立
す
る
先
師
弁
長
の
説
を
削
除
し
て
最

初
か
ら
自
説
の
み
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
も
自
説
の
典
拠
と
し
て
新

た
に
無
著

の

『
金
剛
般
若
論
』
、
天
親
の

『般
若
論
』
を
増
補
し

て
完

壁
化
に
努

め
た
。

こ
の
よ
う
に

『略
砂
』
・
『
伝
通
記
』
と
対
比
し
な
が

ら

『
聞
書
』
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
良
忠
の
五
十
七
歳
か
ら
晩

年
に
い
た
る
ま
で
の
思
想
展
開
の
跡
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
課
題
は
要
門
弘
願
内
因
外
縁
説
の
成
立
過
程
の
問

題

で
あ

る
。
善
導
は

『観
経
疏
』
玄
義
分
序
題
門
に
お
い
て
娑
婆

の
化
主

(釈

迦
)
が
浄
土
の
要
門
を
説
き
あ
か
し
、
安
楽

の

能

入

(弥
陀
)
が
弘
願

を
顕
彰
さ
れ
た
、
と
い
い
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
要
門
と
は

『
観
経
』

所
説

の
定
散
二
善
で
あ
り
、
弘
願
と
は

『
無
量
寿
経
』
所
説
の
四
十
八

願
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
善
導
の
釈
文
に
は
増
上
縁
と
い
う

語
は
あ
る
が
、
、外
縁
と
い
う
表
現
は
な
い
し
、
ま
し
て
定
散
二
善
を
内

金
沢
文
庫
本
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川
)
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因
と
す
る
解
釈
は
こ
の
釈
文
か
ら
は
見
い
出
せ
な
い
。
で
は
良
忠
は
ど

、
の
よ
う
な
点
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
他
に
例
の
な
い

全
く
独
創
的
な
要
門
弘
願
内
因
外
縁
説
を
主
張
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
『
聞
書
』
に
よ
れ
ぽ
、
良
忠
の
要
門
弘
願

内

因

外
縁
説
は
定
散
諸
行
を
悉
く
往
生
の
行
と
す
る
解
釈
が
前
提
と
な

っ
て

成
立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
は
西
山
謹
空
の
諸
行
不
生
説

に
対
抗
す

る
解
釈
で
あ
る
。
要
門
弘
願
に
関
す
る

『
聞
書
』
と

『
伝
通

記
』
と
の
釈
文
を
比
較
す
る
と
、
『
伝
通
記
』
で
は
自
説
で
あ
る
要

門

弘
願
内
因
外
縁
説

の
典
拠

の
経
論
が
犬
幅
に
増
広
さ
れ
、
自
説
の
完
壁

化
に
努
め
た
跡
が
明
白
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く

の
典
拠
を
駆
使
し
て
形
成
さ
れ
た
内
因
外
縁
説
に

対
し
て
他

の
法
然
門
流
か
ら
二
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
第

一
は
定

散
諸
行
が
と
も
に
往
生

の
行
因
で
あ
る
と
す
る
と
、
念
仏
は
要
門

の
中

に
含
ま
れ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
山
義

の
謹
空
は

ノ

ニ

「定
散
二
善
上
立
ご弘
願
之

一
行
一」
と
い
い
、
念
仏
は
散
善

の
中
に
含

ま
れ
な
い
弘
願
の

一
行
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
良

忠
は

『聞
書
』
に
お
い
て
、

ハ

モ

ロ
ノ

ノ

ハ

ノ

ニ

「今
云
此
義
異
二要
門
弘
願
之
旨
一念
仏
為
二衆
生
一行
因
之
邊
要
門
也
定
散
外

ヲ

セ

リ

ハ

ノ

ノ

不
レ可
レ立
二念
仏
行
桶文
理
決
定

文
者
下
三
品
文
也
理
者
衆
生
善
行
不
□
定

散
故
也
」

と
い
い
、
念
仏
と
は

『
観
経
』
の
下
三
品
の
経
文
に
根
拠
を
お
き
、
起

行
と
し
て
も
散
善

の
中
に
含
ま
れ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
因
み
に
諸
行

本
願
義
祖
長
西
の
解
釈
を
み
る
と
、

「廻
斯
二
行
求
願
往
生
也
等
事

ノ

疑
云
称
名
念
仏
者
今
二
行
摂
敷
答
ホ
也
群
疑
論
五
云
念
仏
三
昧
或
深
或
浅
通

定
散
通
文
」

と
い
い
、
定
散
二
行

の
中
に
念
仏
が
摂
せ
ら
れ
る
と
し
、
微
妙
な
違
い

は
あ
る
も

の
の
、
良
忠
と
ほ
ぼ
同
じ
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
は
結
局
定
散
諸
行
の
往
生
を
認
め
る
か
否
か

に
よ

っ
て
解
釈
が
分
れ

て
く
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
は
念
仏
の
ほ
か
に
定
散
諸
行
で
も
往
生
の

行
因
に
な
り
得
る
と
す
る
と
、
諸
行
往
生
に
対
応
す
る
弘
願
は
何
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
諸
行
往
生
と
い
う
点
で
は
良
忠
と
同
じ
立
場
に
立

つ
長
西
は

一
歩
進
め
て
諸
行
も
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
で
あ
る
と
い
う
説

を
立
て
た
が
、
良
忠
は
そ
れ
を
否
定
し
て
諸
行
非
本
願
説
を
主
張
し
た
。

で
は
非
本
願

の
諸
行
が
何
故
に
往
生
の
行
因
と
な
り
得
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
、
問
題

の
弘
願
釈
に
つ
い
て
三
書

の
当
該
釈
文
を
比
較
し

て
み
る
と
、
良
忠
自
身
に
お
け
る
弘
願
釈
に
犬
き
な
思
想
展
開
が
あ

っ

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
ず

『
聞
書
』
で
は
四
十
八
願
中
に

一
願
だ

け
を
あ
げ
る
と
す
る
と
、
ど

の
願
を
最
も
重
要
な
別
願
と
す
る
の
か
、

ノ

に
つ
い
て
十
八
願
説
と
十
九
願
説
と

に
分

け

れ

二

門
之
中
諄
論
」

ノ

で
あ

っ
た
と
い
う
。
良
忠
は
第
十
九
願
は

「
成
ご諸
行
往
生
強
縁
一」
ず

ノ

る
故
に
重
要
で
あ
り
、
第
十
八
願
は

「
探
二教
元
意
こ

ぐ
る
上
で
重
要

で
あ
る
と
し
て
、
両
願
を
な
ら
べ
て
重
視
し
て
い
る
。
次
に

『
略
砂
』

ノ

で
は

「
一
門
之
中
諄
論
」
と
い
う
箇
所
が
削
除
さ
れ
、
第
十
八
願
説
、
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レ
モ

あ
る
い
は
第
十
九
願
説
い
ず
れ
か
に
決
め
る
こ

と

は

「何

偏
」
で
あ

タ

ハ

ハ

レ
ハ

ノ

り
、
「只
両
願
通
」
ず
べ
き
で
あ

っ
て
、
「
地
騰

此

無
益
論
也
」
と
断

じ
て
い
る
。
さ
ら
に

『
伝
通
記
』
に
な
る
と
、
第
十
八

・
十
九
並
列
説

か
ら
第
十

八

・
凡
夫
引
接
の
願
並
列
説

へ
と
変
化
し
て
い
る
。
凡
夫
引

接
の
願
と
は
第
十
八
、
第
十
九
、
第
二
十
、
第
三
十
五
の

四
願

で
あ

る
。
良
忠
が
諸
行
往
生
の
強
縁
を
第
十
九
願
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

第
二
十
、

第
三
十
五
願
に
ま
で
拡
犬
解
釈
し
た
意
図
は
長
西
の
諸
行
本

ね
ら

い

願
義
と

一
線
を
画
す
こ
と
に
そ
の
狙
が

あ

っ
た
。
『聞
書
』
の

「
先
師

ノ

云
…
…
」
以
下
の
文
は

『
伝
通
記
』
で
は

「
祖
師
云
」
と
訂
正
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
文
の
内
容
は
明
ら
か
に
良
忠
が
長
西
の
諸
行
本
願
義
を
否

定
し
た
も

の
で
あ

っ
て
、
「
先
師
云
」
よ
り
も

「
祖
師
云
」
の
方

が

よ

り
強
力
な
根
拠
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
課
題
は
散
善
三
輩
観
相
従
観
説
の
成
立
過
程
の
問

題

で
あ

る
。
善
導
は

『観
経
疏
』
玄
義
分
釈
名
門
に
お

い
て

「
仏
説
無
量
寿
観

経

一
巻
」
の

「観
」
に
つ
い
て
、

ハ

ト

ナ
リ

ニ

ノ

ヲ

ノ

ノ

ヲ

ス

ノ

ノ

ノ

「
言
レ
観
者

照

也
常
以

二浄
信
心
手

一以
持
二
智
慧
之
輝

一
照
二
彼

弥
陀

正
依
等

ヲ
(5
)

事
一」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
観
に
つ
い
て
、
良
忠
の
解

釈

に

よ
れ

は
、
観
行
観
の
観
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
る
に
散
善
三
輩
観
に
お
い
て

も
観
と
称
す
る
の
は
、
十
三
定
善
観
に
相
従
し
て
観
と
名
づ
け
る
の
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

で
は
良
忠

の
い
う
散
善
三
輩
観
相
従
観
説
は
、
他

の
法
然
門
流
の
ど

の
よ
う
な
観

の
解
釈
を
念
頭
に
お
い
て
、
か
つ
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
成
立
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
十

七
歳
の
良

忠

は

当

時

〈
聞

書
〉

シ

ヲ

ル

ノ

疑

云
若
定
観
言
レ
名
レ
観
者
□
限
二
十
三
観

一也
何
故
通

二

A

ノ

ニ
ク

云
二十

六
観

一鰍
答
先
師
於
二吉

水

一伝
故
上
入
御
義

云

ノ

如
来
赴
二
夫
入
請

一説

二
定
善

一
之
時
摂
レ
機
未

レ
尽
故

キ

フ

ノ

開

一一三
福
九
品

一給
事
源
赴

レ自

二観
門

一是
故
相

二従

十

昌

ノ

ノ
ヲ

ノ

ヲ
ハ

A

三
一立
二
後
三
観

名

一也

云

々
彼
聞
書

題

云
二
吉

水
聞

蟄

〈
略

紗
V

低
三
輩
観
観
定
誹
勢
盈

轟
散
鍵

二霧

勧
煽

不
審
,

レ

ト

モ

キ

メ

タ

レ

ノ

昌

ノ

ハ

ナ

レ

ハ

ノ

有
二証
拠
一難
レ定
事
歎
只
是
十
六
内
前
十
三
観
定
善

相
二従

士
帆三
聾
磐

論

〈
伝

通

記
〉

シ

バ

ノ

ト

ニ

ノ

問
若

言
二観
名

不
ワ通

レ散
者
何
故
経

文

別

ノ

ヲ

ク

ケ

ト

ニ

ハ

メ

結

二
三
輩

一同
名

二想
観

一疏

亦
判

云
二上
輩

ノ

ト

タ

リ

ニ

フ

観
行
善
文
等
一中
下
亦
ホ
又
往
往
云
二十
六

ト

バ

ク

テ

ヲ

ト

ソ

ン
ヤ

ス

ト

観

門

一此

等

正

以

二
散
善

一名

レ観

何

云
レ
約

レ

ニ
フ

「湘
IIー

ハ

チ

テ

ニ

スル

初

答

祖
師

云

此
経

者

便

因

二答

請

一
開

二
散

ヲ

ノ

ニ

ノ

ニ

ル

ノ

善

一
故
相

二
従
定
観

一
後

之
三
輩

亦
立

二
観

ヲ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ニ

ノ

名

一也
予
相
二伝
此

義
一後
値

二
宿
蓮
房

一
彼

タ

リ

ノ

ヲ

ク

ス

ノ

入
伝

二得

故
上
入
自
筆
抄

一彼
文
全

同
二今

ヨ義

一

金
沢
文
庫
本

『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て

(廣

川
)
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金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て

(廣

川
)

ノ

「
観
」
に
関
す
る

「当
世
義
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
六
種
を
挙
げ
て

い
る
。ノ

(
一
)
佛
観
機
之
観
…
…
…
長
楽
寺
義
隆
寛
の
説

(
二
)
廃
立
之
観

一
念
義
幸
西
の
説

(
三
)
正
因
之
観

西
山
義
讃
空
の
説

(四)
観
知
之
観

昇
蓮
房
の
説

(
五
)
見
佛
之
観

諸
行
本
願
義
長
西
の
説

(六
)定
善
之
観

乗
願
房
宗
源
の
説

こ
の
よ
う
な
六
種

の
異
説
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
良
忠
は
自
説
の
相
従
観

説
を
主
張
す
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
良
忠
は
相
従
観
説
を
展
開
す

る
に
あ
た

っ
て
二
種

の
強
力
な
論
拠
を
示
し
て
い
る
の
で
、
順
次
検
討

し
て
み
よ
う
。

第

一
は
先
師
聖
光
か
ら
相
伝
し
た

『
吉
水
聞
書
』
で
あ
る
。
す
な
わ

〈
聞

書
V

フ

ル

ノ

ニ

ク

ノ

ヲ

先
師
於

二吉
水

一伝

故
上

入
御
義

云
如
来
赴

二夫
入
請

一
説
二
定
善

一
之
時
摂
レ
機

ニ

ヲ

フ

ク

ノ

ニ

ノ

ニ

ツ

ノ

ノ

未
レ尽
故
開
二
三
福
九
品

一給
事
源
赴
レ
自
二
観
門

一是
故
相
二従

十
三

一
立

二
後

三
観

ヲ

ハ

ニ

テ

ク

ニ

リ

ヤ

ニ

ル

コ

ト

名

一也

云
々
彼
聞
書
題

云
二吉
水
聞
書

一疑
云
犬
師
所
判
有

冒二
ご
輩
観

見
二

相
従
之

ノ

フ

ハ

チ

レ

文
事
一耶
答
正
観
即
是
定
門
之
釈
是
也

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
揉
砂
』
の
方
が
や
や
詳
細
で
あ
る
。

『聞
書
』

で
は

『吉
水
聞
書
』

の
本
文
で
は
な
く
て
、
問
答

の
部
分
で
あ

っ
た
釈

文
が
、
『
繰
砂
』
で
は

『
吉
水
聞
書
』
の
本
文
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た

『繰
紗
』
に
は

「
自
筆
」
と
あ
る
が
、
、誰
の
自
筆

で
あ
る
の
か
不

ち
、『
吉
水
聞
書
』
を
引
用
す
る
釈
文
を
対
照
す
る
と
、
前
ぺ
ー
ジ
の
対

照
表
の
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
ま
ず

『聞
書
』
で
は
先
師
弁
長
が
吉

水
に
お
い
て
法
然
か
ら
直
接
伝
承
し
た
教
え
の
中
に
す
で
に
相
従
観
説

が
あ

っ
た
と
記
し
、
次

に

『
略
砂
』
で
は
実
に
簡
単
に

「
相
伝
」
と
だ

け
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に

『
伝
通
記
』
で
は

『
吉
水
聞
書
』
の
こ
と
は

ノ

全
く
削
除
し
、
直
ち
に

「
祖
師
云
」
と
し
、
か

っ
宿
蓮
房
に
直
接
会
い
、

法
然
の
自
筆
本
を
入
手
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
も
相
従
観
説
が
記
さ
れ

て
い
た
、
と
い
う
。
「故
上
入
自
筆
抄
」
に
関
す

る
記
述
は
す
で
に
『
聞

書
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
後
述
に
譲

る
。
そ
れ
は
と
も
か
く

と
し
て
、
『吉
水
聞
書
』
と
称
す
る
文
献
は
は
た
し
て
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
る
に
浄
土
宗
七
祖
聖

問

(
=
二
四
一
i

一
四
二
〇
)

は

『
伝
通
記
繰
鋤
』
に

『
吉
水
聞
書
』
を
引
用

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

『
聞
書
』
の
引
用
文
と
対
照
す
る
と
、

〈
伝
通
記
糠
紗
〉

ノ

ニ

ク

ハ

レ

ク

テ

ニ

ス

ト

ヲ

コ
ト

ヲ

有
入
云
吉
水
聞
書
目
筆
云

三
輩
観
是
相
従
観
也
謂
赴

レ請
欲
レ
説
二
定
善

輔
摂

レ
機

ニ

ニ

ラ

ク

ヲ

ノ

ハ

テ

ニ

カ

ニ

ノ

ニ

ノ

ヲ

モ

不
レ
蓋
故
更
自
開
二
三
福
散
善

一其
散
善
因
二
答
請

一起

故
相

二従
定
観

一後

三
輩

亦

ル

ノ

ヲ

ニ

ク

ヲ

レ

ハ

ヲ

ク

ヲ

ハ

チ

ナ

リ

ニ

ス

立
二
観
名

一也
序
分

義
云
傾
レ
心
請
レ
行
佛
開
二
三
福
之
因

一正
観
即
是
定
門

更

顕
二

九
章
之
益
昆
紫

慧
,
珍

所
凱
勤
.傍
墾
藷

翫

明
で
あ
る
し
、
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
も
明
ら
か
で
は
な

い
。
し

ハ

レ

レ

か
も
、
『繰
砂
』

の
引
用
文
で
は

「
三
輩
観
是
相
従
観
也
」
と
か
、
「
此

ノ

ナ
チ

相
従
証

」
と
い
い
、
『
聞
書
』
よ
り
も
表
現
が
直
接

的

で
あ

る
。
も

し
、
良
忠
が

『吉
水
聞
書
』
の
原
文
を
見
て
い
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
よ
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り
直
接
的
な
表
現
を
引
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ

う

か
。
さ
ら
に
は

『吉
水
聞
書
』
と
い
う
文
献
の
伝
承
上

の
問
題
点
と
と
も
に
、
よ
り
根

本
的
に
憶
相
従
観
説
と
い
う
思
想
が
法
然
に
あ
り
得
る
か
否
か
の
問
題

で
あ
る
。
相
従
観
説
は
や
は
り
法
然
滅
後
、
法
然
門
流
の
分
裂
以
降
の

く
聞

書
〉

ノ

フ

ノ

ノ

ニ

ユ

ノ

此
義
傅
受
之
後
値

二宿
蓮
房

一彼
入

云
入

々
三
輩
観

云
不
同
也
而
憶

故

上

入

書

紙
ル
抄
物
屯
有

レ義
非

二当
協
義

一云
云
臥
一費

其
義

一彿
答

瓦
先

篤
鍋
御
義

予

一乃
二此

ヲ

ノ
シ

ニ
ヒキ

ノ
ニ

A

ユ
ク
ノ

B
ニ
ク

C
」
「

義

一之
処
同
御
抄
物

云
當
世
義
有
レ
六

一
云
仏
観
機

之
観

二
云
廃
立
之
観

一
念

三

ク

D

昌
ク

D

昌
ク

F

ニ
ク

云
正

因

之
観

西
山
四
云
観
知
之
観
昇
蓮
房
五
云
見
仏

之
観

覚
明
房
六
云
定
善

之

観

ー

G

竹
谷
此
外
有
入

云
章
提
之
観

云
々

と
な
る
。
『
聞
書
』
の
宿
蓮
房
の
記
事
は
、
そ
れ
に
対
応

す

る

『
伝
通

記
』

の
釈
文
に
は
削
除
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に

『
吉
水
聞
書
』
を
削

〈
聞

書
〉

 

フ

ノ

ニ

ニ

ノ

此
義
傳
受
之
後
値
二宿
蓮
房
一彼
入
云
入
々
三
輩
観
云
不
同
也
而
惜
故
上
入
書

ヘ

ル

ノ

ニ

ノ

給

抄
物
中
有
レ
義

非
二當
世

義

一云
云

ノ

ヘ
ル

と
な
る
。
『聞
書
』
で
は

「
故
上
入
書
給

抄
物
」
と
い
い
、
『
伝
通
記
』

思

想

で

は
な

か

ろ

う

か
。

第

二
は
宿

蓮

房

か

ら
伝

得

し

た

と

い
う

「
故

上

入

自
筆

抄

」

の
問

題

で
あ

る
。

そ

こ
で
、

『
聞

書

』

の
釈

文

と
そ

れ

に
対

応

す

る

『
伝

通

記

』

の
釈

文

(『
略
鋤

』

に
は
当
該
釈
文
を
欠
く
)

と

を
対

照

す

る

と
、

〈
伝

通

記
〉

 

カ

ノ

ス
ル
カ

ヲ

ニ
ニ

ノ

ト
 

ハ
シ

ノ

又
示
二異
義

一者
或
云
此
経
本
意
廃

二
定
散

一故
為
レ
廃
名
レ観
或

云
十
三
約
二機

観

讐

蚕
維
二佛
観
憐

垂

云
佛
更
翫
臨
自
興
、
三
讐

多
藪
歪

窺

局
二

+
三
孟
蹴

通
±

ひ
或
云
租
尚
亦
託
二+
六
定
薔

蘭
云
去
窺

局
二
±

帆ゴ

ノ

ハ

ス

e

ノ

ニ

シ

ヲ

ヲ

ス
ル

ニ

ノ

ニ

9

所

求
観

通

二十

六

一
或

云
散

善

行

入
臨

終

発

レ定

見

・
佛

往

生

故

約

・終

名

・
観

或

ノ

ト

ク

ハ

ヲ
 

ス

ヲ

ユ

シ

ノ

ニ
 

ノ

云
童
提
観
也
今
云
此
等
入
情

各
述
二
義
一不
レ能

是
非
一但
此
義
中

正
因
之

醗

無
二蓄

刻
若
残

魔
者
侮
以
勝
.鱗

為

劣
.翫
多

砿
垂

葬

魔

薯

葦
聖

+
奮

懇

可
同
.然
.紅
槻
静
饗

門
茜
不
穏
.殉
劉

山み
,既
沸
得
基
鎌

於
二
繕
墾
饗

一両
途
露
臨
終
灘
縁

二経

塞

セ

ハ

ノ

ヲ

シ

テ

ノ

ニ

シ

ク

ラ

バ

又
犬
師
若
存

二十

六
定
善

之
義

一者
霊
芝
那
破
霊
芝
若

迷
二今
家
釈
義

一狸

作
一破

多

末
学
弥
港
.穐
夫
入
億
あ

知
如
来
島

之
塞

而
以
二一二
輩

撫
観
璋

耶

ヒ

ト

モ

ト

ノ

ニ

ソ

ン

ヤ

ノ

ヲ

設
為
二観
境
一佛
違
二自
説
一何
立
二観
名
一

除
し
た
箇
所
に
代
り
に
相
従
観
説

の
論
拠
と
し
て
捜
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
『
伝
通
記
』
に
お
け
る
宿
蓮
房

の
記
事
と
対
照
し
て
み
る
と
、

〈
伝

通

記
〉

ノ
コ

 

こ

ニ

ノ

タ
リ

ノ

ヲ

ノ

ク

ス

ノ

予
相
二
傳
此
義

一後
値

二
宿
蓮
房

一彼
入
傳
二得

故
上
入
自
筆
抄

一彼

文

全

同
二
今

ヨ義

一

ノ

で
は

「故
上
入
自
筆
抄
」
と
表
現
が
か
え
ら
れ
て

い

る
。
『聞
書
』
の

金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て

(廣

川
)
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金
沢
文
庫
本

『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て

(廣

川
)

ノ

ノ

「
此
義
」
、
『伝
通
記
』
の

「
此
義
」
・
「
今
義
」
は
す
べ
て
良
忠
自
説

の

相
従
観
説
を
指
す
。
従
来
、
良
忠
が
宿
蓮
房
に
会

っ
た

の

は

『
伝
通

記
』
撰
述
以
前
と
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
『聞
書
』
に
よ

り
良

忠
五
十
七
歳
以
前
に
ま
で
遡

っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。

し
か
ら
ば
、
良
忠
は
い
つ
、
ど

こ
で
宿
蓮
房

に
会
う

こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
『聞
書
』
で
は
良
忠
に
出
会

っ
た
宿
蓮

房

は

「
入
々

ノ

ニ

ニ

ノ

ヘ
ル

ノ

ゐ

ノ

三
輩
観
云
不
同
也
而
燧
故
上
入
書
給

抄
物
中
有
レ義
非
二當
世
義
一」
と

言

っ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
宿
蓮
房
は
法
然
門
流
諸
派
に
お
け
る
三
輩

観
に
関
す
る
異
説
を
悉
く
知

っ
て
い
て
、
「そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
把

握
し
た
上
で
、
良
忠
自
説

の
相
従
観
説

こ
そ
法
然
自
筆

の
撰
述
書
の
説

と
全
同
で
あ
る
と
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ニ

ヒ
キ

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
続
く

『聞
書
』

の
釈
文
に

「御

抄

物
云

」
と

い
い
、
当
世
の
異
義
六
義
を
列
挙
し
た
後

に

「
云
々
」
で
終

っ
て
い
る
。

写
本
が
き
わ
め
て
判
読
し
が
た
く
、
あ
る
い
は
誤
読
を
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
も
し

「
御
抄
物
」
が
法
然

の
御
抄
物
を
意
味
す
る
と
す

れ
ば
、

法
然
自
筆
の
撰
述
書

(御
抄
物
)
の
中
に
法
然
滅
後

の
思
想
が
記

さ
れ
て
い
る
と
い
う
矛
盾

に
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ

て
、
良
忠
が
宿
蓮
房
か
ら
伝
得
し
た
と
い
う

「
故
上
入
自
筆
抄
」
は
慎

重

に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
良
忠
が

『
聞
書
』
で
列
挙
し
た
当
世
の

異
義
六
義
は

(実
際
は
七
義
、

傍
線
A

G
)
は
、
晩

年

の

『
伝

通

記
』
に
な
る
と
、
異
義
七
義
に
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り

『
伝
通
記
』

の
異
義
七
義

は
当
世

の
異
義
六
義
か
ら
乗
願
房

宗
源

の
説
を
削
除
し
た

五
義
に
新
た
に
隆
寛
の
弟
子
敬
旦
房
の
説

・
西
山

の
異
説

の
二
義
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
注
目
す
べ
き
点
は
、

五
十
七
歳
頃

の
良
忠
は

・乗
願
房
宗
源

の
説
を
当
世
の
異
義
の
一
つ
と
み
て
い
た
の
に
対
し
て
、

晩
年
の
良
忠
は
異
義
で
は
な
く
、
自
説
を
補
助
す
る
説
と
し
て
評
価
し

直
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、

三
項
目
を
中
心
と
し
て
、
『
聞
書
』
・
『
略
砂
』
・
『
伝

通

記
』

の
三
書
を
比
較
検
討
し
て
き
た
が
、

こ
れ
に
よ

っ
て
善
導

『
観
経
疏
』

に
対
す
る
良
忠
の
独
創
的
な
解
釈
が
、
他

の
法
然
門
流
各
派
の
解
釈
と

か
ら
み
あ
い
な
が
ら
も
、
成
立
し
確
定
す
る
に
至

っ
た
過
程
が
少
し
で

も
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

小
論
の
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
金
沢
文
庫
保
管

『
観
経
疏
聞
書
』

を
解
読
し
、
『
略
砂
』
を
も
含
め
て

『
伝
通
記
』
に
い
た
る
、
良

忠

の

思
想
史
的
な
展
開
の
跡
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努
め
た
点
に

あ
る
。
今
回
は
玄
義
分
第

一
冊
に
限
定
し
て
の
成
果
で
あ
る
の
で
、
今

・後
と
も
同
様
な
作
業
を
継
続
し
た
い
。
そ
し
て

一
日
も
早
く
法
然
門
流

初
期
教
学
展
開
史
全
体
の
流
れ
の
中
に

『伝
通
記
』

の
位
置
づ
け
を
し

て
み
た
い
。

〈
キ

ワ
ー
ド
V

金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
、然
阿
良
忠
、
法
然
門
流

大
正
大
学
専
任
溝
捕
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